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(57)【要約】
【課題】表示パネルの上下辺に信号ドライバを配置して
ドット反転駆動を行う液晶表示装置において、表示の際
の画質の低下を軽減することが可能な液晶表示装置を提
供すること。
【解決手段】表示パネル１００の上側の信号ドライバ３
００ａと下側の信号ドライバ３００ｂとを６本ずつ交互
に信号線Ｓ（ｉ）に接続して各サブ画素をドット反転駆
動する。制御部４００は、入力された画像データＤｉｎ
を６サブ画素分ずつ交互に上側の信号ドライバ３００ａ
と下側の信号ドライバ３００ｂに分配する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の異なる色成分のサブ画素を有してなる表示画素が２次元状に配置された表示部を
有する表示手段と、
　前記表示部の一辺に沿って配置され、入力された第１の画像データに対応した表示信号
電圧を一部の前記サブ画素の画素電極に印加する第１の表示信号電圧印加手段と、
　前記表示部の一辺と対向する辺に沿って配置され、入力された第２の画像データに対応
した表示信号電圧を、前記第１の表示信号電圧印加手段が前記表示信号電圧を印加するサ
ブ画素とは異なる一部の前記サブ画素の画素電極に印加する第２の表示信号電圧印加手段
と、
　前記各サブ画素のコモン電極にコモン電圧を印加するコモン電圧印加手段と、
　前記画素電極に印加される表示信号電圧に基づく画素電極電圧と前記コモン電極に印加
されるコモン電圧との大小関係を示す極性をサブ画素単位で反転させる極性反転手段と、
　を具備し、
　前記第１の表示信号電圧印加手段と前記第２の表示信号電圧印加手段とは、行方向に沿
って連続する２列の表示画素に属する複数のサブ画素ずつ信号線を介して接続されている
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１の表示信号電圧印加手段と前記第２の表示信号電圧印加手段とは、１つのサブ
画素毎に前記極性が反転するように前記表示信号電圧を印加することを特徴とする請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　画像データが入力され、該入力された画像データを前記第１の表示信号電圧印加手段に
入力する第１の画像データと第２の表示信号電圧印加手段に入力する第２の画像データと
に分配するデータ分配手段をさらに具備することを特徴とする請求項１又は２に記載の液
晶表示装置。
【請求項４】
　前記表示画素は行方向に３つの異なる色成分に対応したサブ画素を有してなることを特
徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特にドット反転駆動に対応した信号ドライバを表示パ
ネルの上下に配置して画像の表示を行う液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、液晶表示装置においては、表示パネルの画素数を多くするほど、各表示画素を
駆動するための信号線の本数が多くなる。このため、表示パネルが高画素数となった場合
には、表示パネルの画素ピッチに比して表示パネルの信号線を駆動する信号ドライバの電
極ピッチのほうが大きくなることが想定される。このような場合に、表示パネルの１辺（
上辺又は下辺）のみに信号ドライバを配置してしまうと、表示パネルの大型化（額縁の増
加）は避けられない。このため、表示パネルの上辺及び下辺のそれぞれから信号線を沿わ
せ、表示パネルの上辺から沿わされた信号線を表示パネルの上辺に配置した信号ドライバ
に接続するとともに表示パネルの下辺から沿わされた信号線を表示パネルの下辺に配置し
た信号ドライバに接続してそれぞれの信号線を駆動する表示装置に関する提案が各種なさ
れている。
【０００３】
　また、液晶表示装置の表示画素に用いられる液晶は長時間の直流電圧の印加によって特
性が劣化するという性質を有している。したがって、液晶表示装置の長寿命化や表示の安
定化を目的として、液晶表示装置の表示画素は交流駆動されるのが一般的である。この交
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流駆動のための手法の１つとして、表示画素に印加する電圧の極性をサブ画素単位で反転
するドット反転駆動が知られている。液晶の交流駆動にドット反転駆動を用いることによ
り表示の際のフリッカを抑えることも可能である。
【０００４】
　表示パネルの上下２辺にそれぞれ信号ドライバを配置した構成において、ドット反転駆
動を行う技術が、例えば特許文献１において提案されている。この特許文献１においては
、表示パネルの上側に配置されたドット反転駆動用の信号ドライバ（ソースドライバ）を
表示パネルの奇数列に沿って配置された信号線に接続し、表示パネルの下側に配置された
ドット反転駆動用の信号ドライバを表示パネルの偶数列に沿って配置された信号線に接続
してドット反転駆動を行うようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平２－８９０９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、特許文献１の手法では、ドット反転駆動専用のソースドライバを表示パネルの
上下辺にそれぞれ配置して駆動する場合に、信号線に印加される表示信号電圧の極性が同
極性となる信号線が２列並んで存在することになる。このような場合には、画像表示の際
に、画面全体に縦縞が発生して画質が低下するおそれがある。
【０００７】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたもので、表示パネルの上下辺に信号ドライバを
配置してドット反転駆動を行う液晶表示装置において、表示の際の画質の低下を軽減する
ことが可能な液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様の液晶表示装置は、複数の異なる色
成分のサブ画素を有してなる表示画素が２次元状に配置された表示部を有する表示手段と
、前記表示部の一辺に沿って配置され、入力された第１の画像データに対応した表示信号
電圧を一部の前記サブ画素の画素電極に印加する第１の表示信号電圧印加手段と、前記表
示部の一辺と対向する辺に沿って配置され、入力された第２の画像データに対応した表示
信号電圧を、前記第１の表示信号電圧印加手段が前記表示信号電圧を印加するサブ画素と
は異なる一部の前記サブ画素の画素電極に印加する第２の表示信号電圧印加手段と、前記
各サブ画素のコモン電極にコモン電圧を印加するコモン電圧印加手段と、前記画素電極に
印加される表示信号電圧に基づく画素電極電圧と前記コモン電極に印加されるコモン電圧
との大小関係を示す極性をサブ画素単位で反転させる極性反転手段とを具備し、前記第１
の表示信号電圧印加手段と前記第２の表示信号電圧印加手段とは、行方向に沿って連続す
る２列の表示画素に属する複数のサブ画素ずつ信号線を介して接続されていることを特徴
とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、表示パネルの上下辺に信号ドライバを配置してドット反転駆動を行う
液晶表示装置において、表示の際の画質の低下を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を備えた電子機器の一例としての携帯電
話機の外観を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図３】表示パネルの断面図である。
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【図４】走査ドライバの動作について示すタイミングチャートである。
【図５】信号ドライバの構成の一例を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態における液晶表示装置のドット反転駆動の動作を示すタイミ
ングチャートである。
【図７】本発明の一実施形態における液晶表示装置のドット反転駆動時のサブ画素の極性
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。　
　図１は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を備えた電子機器の一例としての携帯
電話機の外観を示す図である。図１に示す携帯電話機１０は、マイクロフォン１１と、ア
ンテナ１２と、スピーカ１３と、液晶表示装置１４と、操作部１５とを有している。
【００１２】
　マイクロフォン１１は、携帯電話機１０の使用者によって入力される音声を電気信号に
変換するものである。アンテナ１２は、携帯電話機１０が図示しない基地局と通信するた
めのアンテナである。スピーカ１３は、別の携帯電話機等から基地局を経由してアンテナ
１２で受信された音声信号を音声に変換して出力するものである。液晶表示装置１４は、
各種の画像を表示するものである。操作部１５は、携帯電話機１０の使用者が携帯電話機
１０の操作を行うための操作部である。
【００１３】
　図２は、本発明の一実施形態に係る液晶表示装置１４の構成を示す図である。図２に示
すように、液晶表示装置１４は、表示パネル１００と、走査ドライバ２００と、信号ドラ
イバ３００ａ、３００ｂと、制御部４００と、電源調整回路５００とを有している。
【００１４】
　表示パネル１００は、液晶表示装置１４の外部から供給される画像データＤｉｎに基づ
く画像を表示する表示部である。この表示パネル１００は、画素側基板１０１と対向側基
板１０２との間に液晶層ＬＣが狭持されて構成されている。
【００１５】
　画素側基板１０１と対向側基板１０２とはシール材１０３によって接着され、またこの
シール材１０３によって画素側基板１０１と対向側基板１０２との間から液晶層ＬＣを構
成する液晶が漏れ出さないように封止されている。また、画素側基板１０１はガラス基板
等の基板であり、複数の走査線Ｇ（ｊ）（ｊ＝１、２、…、ｎ）と複数の信号線Ｓ（ｉ）
（ｉ＝１、２、…、ｍ）とがそれぞれ交差するように延伸配設されている。さらに、走査
線Ｇ（ｊ）と信号線Ｓ（ｉ）との各交点に対応した位置にはサブ画素Ｓｕｂｐｉｘが配置
され、このサブ画素Ｓｕｂｐｉｘは走査線Ｇ（ｊ）と信号線Ｓ（ｉ）のそれぞれに電気的
に接続されている。サブ画素Ｓｕｂｐｉｘは３つの異なる色成分（図では、赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ））の何れかに対応している。そして、行方向に配置された３つの異なる
色成分のサブ画素Ｓｕｂｐｉｘにより１つの表示画素Ｐｉｘが構成されている。
【００１６】
　ここで、本実施形態における信号線Ｓ（ｉ）は、図２に示すように、表示パネル１００
の上側（図面左側）及び下側（図面右側）から６本毎に交互に延伸配設されている。例え
ば、表示パネル１００の１行目のサブ画素Ｓｕｂｐｉｘを図１に示すようにＲ１１、Ｇ１
１、Ｂ１１、…、Ｒ１４、Ｇ１４、Ｂ１４とすると、Ｒ１１～Ｂ１２の６個のサブ画素（
行方向に連続する２個の表示画素）は表示パネル１００の上側から延伸配設された信号線
Ｓ（１）～Ｓ（６）にそれぞれ接続されている。また、Ｒ１３～Ｂ１４の６個のサブ画素
（行方向に連続する２個の表示画素）は表示パネル１００の下側から延伸配設された信号
線Ｓ（７）～Ｓ（１２）にそれぞれ接続されている。
【００１７】
　なお、図２では表示パネル１００の行方向にＲ１１～Ｂ１４の１２個のサブ画素Ｓｕｂ
ｐｉｘを図示している。しかしながら、行方向のサブ画素Ｓｕｂｐｉｘの数は１２個に限
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るものではない。例えば、Ｒ１１～Ｂ１４の１２個のサブ画素Ｓｕｂに加えて、さらに行
方向に、Ｒ１５、Ｇ１５、Ｂ１５、Ｒ１６、Ｇ１６、Ｂ１７、Ｒ１７、Ｇ１７、Ｂ１７、
Ｒ１８、Ｇ１８、Ｂ１８の１２個のサブ画素が存在している場合には、Ｒ１５～Ｂ１６の
６個のサブ画素が表示パネル１００の上側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）に接続され
、Ｒ１７～Ｂ１８の６個のサブ画素が表示パネル１００の下側から延伸配設された信号線
Ｓ（ｉ）に接続される。また、２行目以降も１行目と同様に、６個のサブ画素ずつ交互に
上側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）と下側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）とに接
続されている。即ち、１列目～６列目、１３列目～１８列目、…、（６Ｍ－５）列目～６
Ｍ（Ｍは奇数）列目のサブ画素は全て上側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）に接続され
る。一方、７列目～１２列目、１９列目～２４列目、…、（６Ｍ－５）列目～６Ｍ（Ｍは
偶数）列目のサブ画素は全て下側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）に接続される。
【００１８】
　図３は、表示パネル１００の断面図である。図３に示すように、画素側基板１０１は、
例えばガラス基板等で構成されている。この画素側基板１０１には、表示画素Ｐｉｘを構
成するための複数のサブ画素Ｓｕｂｐｉｘのそれぞれに対応して例えばＩＴＯ（酸化イン
ジウム錫）膜等の透明導電膜で構成された画素電極１０１１が形成されている。そして、
画素電極１０１１はスイッチング素子としての薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１０１２のソ
ース電極に接続されている。また、図３には示していないが、ＴＦＴ１０１２のゲート電
極はサブ画素Ｓｕｂｐｉｘが対応している走査線Ｇ（ｊ）に接続され、ドレイン電極はサ
ブ画素Ｓｕｂｐｉｘが対応している信号線Ｓ（ｉ）にそれぞれ接続されている。さらに、
画素電極１０１１とＴＦＴ１０１２とは絶縁膜１０１３によって他のサブ画素Ｓｕｂｐｉ
ｘにおける画素電極１０１１とＴＦＴ１０１２と絶縁されている。さらに、画素電極１０
１１には、画素電極１０１１を覆うようにして、液晶層ＬＣを構成する液晶の初期配向状
態を規定するための配向膜１０１４が形成されている。
【００１９】
　一方、対向側基板１０２はガラス基板等の透明性を有する基板である。この対向側基板
１０２の画素側基板１０１との対向面側には格子状の遮光膜１０２１が形成されている。
遮光膜１０２１は、その開口部が画素電極１０１１に対応した位置となるように形成され
、これによって遮光膜１０２１はブラックマトリクスとして機能する。また、この遮光膜
１０２１によって形成される開口部には、サブ画素Ｓｕｂｐｉｘ毎に所定の色成分（図で
は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ））に対応したカラーフィルタ１０２２が配設されてい
る。さらに、カラーフィルタ１０２２にはコモン電極１０２３が形成されている。このコ
モン電極１０２３の電位は、各サブ画素Ｓｕｂｐｉｘにおいて共通の電位Ｖｃｏｍとなっ
ている。また、コモン電極１０２３には、画素側基板１０１と同様に、液晶層ＬＣを構成
する液晶の初期配向状態を規定するために配向膜１０２４が形成されている。
【００２０】
　図２に戻って再び説明を続ける。図２に示す走査ドライバ２００は、シフトレジスタ等
を備えて構成され、表示パネル１００の走査線Ｇ（ｊ）に走査信号を順次印加する。走査
ドライバ２００には、制御部４００から垂直同期信号Ｖｓと、水平同期信号Ｈｓとしての
第１ゲートクロック信号ＧＣＫ１及び第２ゲートクロック信号ＧＣＫ２とが入力される。
図４に示すように、走査ドライバ２００は、垂直同期信号Ｖｓが入力される毎に、ｎ本の
走査線への走査信号の印加を開始する。この際、走査ドライバ２００は、制御部４００か
らの水平同期信号Ｈｓを受ける毎に、１行分のＴＦＴ１０１２をオンするための走査信号
をゲートオフレベルＶｇｌからゲートオンレベルＶｇｈに切り替える。なお、第１ゲート
クロック信号ＧＣＫ１と第２ゲートクロック信号ＧＣＫ２とは互いに逆位相の矩形信号で
ある。
【００２１】
　図４に示すように、垂直同期信号Ｖｓは表示パネル１００の１画面分の表示を行うため
の期間である１フレーム毎に印加される。また、水平同期信号Ｈｓは表示パネル１００の
１行分（１本の走査線分）の表示信号電圧（階調信号）を書き込むための期間である１水
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平期間毎に印加される。この水平同期信号Ｈｓに同期するように、走査ドライバ２００は
、走査線Ｇ（１）から順次、電位をゲートオンレベルＶｇｈとする。走査線Ｇ（ｊ）の電
位がゲートオンレベルＶｇｈとなることにより、当該走査線Ｇ（ｊ）に接続されているＴ
ＦＴ１０１２がオン状態となる。このとき、そのオン状態となったＴＦＴ１０１２を介し
て信号線Ｓ（ｉ）に印加されている表示信号電圧が対応するサブ画素Ｓｕｂｐｉｘの画素
電極１０１１に印加される。
【００２２】
　第１の表示信号電圧印加手段としての機能を有する信号ドライバ３００ａは、表示パネ
ル１００の上側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）に接続され、この信号線Ｓ（ｉ）に表
示信号電圧を印加する。また、第２の表示信号電圧印加手段としての機能を有する信号ド
ライバ３００ｂは、表示パネル１００の下側から延伸配設された信号線Ｓ（ｉ）に接続さ
れ、この信号線Ｓ（ｉ）に表示信号電圧を印加する。
【００２３】
　図５は、信号ドライバ３００ａ、３００ｂの構成の一例を示す図である。信号ドライバ
３００ａ、３００ｂは、図５に示すように、サンプリングメモリ３０１、データラッチ部
３０２、Ｄ／Ａ変換回路（ＤＡＣ）３０３、及び表示信号電圧生成回路３０４を有してい
る。なお、図５は、信号ドライバ３００ａの構成を示している。信号ドライバ３００ｂは
、入力される画像データが画像データＤ２となっている点と出力先の信号線Ｓ（ｉ）が表
示パネル１００の下側から配設されている信号線Ｓ（ｉ）となっている点のみが信号ドラ
イバ３００ａと異なっている。
【００２４】
　サンプリングメモリ３０１は、制御部４００から入力される画像データＤ１を、基準ク
ロック信号ＣＬＫに同期して１画素分ずつ順次記憶する。このため、サンプリングメモリ
３０１は、表示パネル１００の上側から配設された信号線Ｓ（ｉ）の数と同数のデータ格
納領域を備えている。ここで、画像データＤ１は、各サブ画素で表示すべき階調レベル情
報であり、例えば８ビットのデジタルデータとして表される。なお、画像データＤ２も画
像データＤ１と同じビット数のデジタルデータである。
【００２５】
　データラッチ部３０２は、水平同期信号Ｈｓを受けてサンプリングメモリ３０１の各格
納領域に記憶されている画像データＤ１を一斉に取り込み、取り込んだ画像データＤ１を
Ｄ／Ａ変換回路３０３に出力する。
【００２６】
　Ｄ／Ａ変換回路３０３は、データラッチ部３０２から出力された画像データＤ１をデコ
ードし、デコードした結果として示される階調レベル情報と極性制御信号Ｐｏｌとに対応
した表示信号電圧を表示信号電圧生成回路３０４から供給される表示信号電圧の中から選
択して対応する信号線Ｓ（ｉ）に出力する。このＤ／Ａ変換回路３０３は、複数のＤＡＣ
部３０３１及び出力アンプ部３０３２を有している。ＤＡＣ部３０３１は、画像データＤ
１のデコード結果と極性制御信号Ｐｏｌとに応じて表示信号電圧生成回路３０４から供給
される表示信号電圧を選択する。出力アンプ部３０３２は、対応するＤＡＣ部３０３１に
よって選択された表示信号電圧を増幅して対応する信号線Ｓ（ｉ）に出力する。信号線Ｓ
（ｉ）に出力された表示信号電圧は、走査ドライバ２００によってオン状態とされたＴＦ
Ｔ１０１２を介して画素電極１０１１に印加される。これにより、表示信号電圧の印加に
よって画素電極１０１１に発生する画素電極電圧とコモン電圧との差の電圧が液晶層ＬＣ
に印加され、対応するサブ画素での画像表示が行われる。
【００２７】
　表示信号電圧生成回路３０４は、画像データＤ１が取り得る階調レベル（例えばＤ１が
８ビットのデジタルデータとして表される場合には２５６階調）に対応した表示信号電圧
を、例えば、所定の電源電圧を階調レベル数に対応した複数の抵抗によって分割する抵抗
分割方式によって生成する。ここで、液晶層ＬＣを構成する液晶は、直流電圧を長時間印
加すると特性が劣化する性質を有している。したがって、液晶の長寿命化等のために、液
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晶層ＬＣに印加される電圧の極性（画素電極電圧とコモン電圧との大小関係）を交流的に
変化させる必要がある。このための手法として、本実施形態ではドット反転駆動を用いる
。ドット反転駆動は、液晶層ＬＣに印加される電圧の極性をサブ画素単位で変化させる駆
動方式である。このようなドット反転駆動を行うため、表示信号電圧生成回路３０４は、
電圧レベルがコモン電圧よりも高い正極側の表示信号電圧と電圧レベルがコモン電圧より
も低い負極側の表示信号電圧とを生成可能になされている。
【００２８】
　また、本実施形態では、ドット反転駆動を行うために、例えば極性反転制御信号Ｐｏｌ
がハイレベルのときに、奇数番目の信号線Ｓ（ｉ）に対応したＤＡＣ部３０３１が正極側
の表示信号電圧を選択するとともに、偶数番目の信号線Ｓ（ｉ）に対応したＤＡＣ部３０
３１が負極側の表示信号電圧を選択するものとする。逆に、極性反転制御信号がローレベ
ルのときに、奇数番目の信号線Ｓ（ｉ）に対応したＤＡＣ部３０３１が負極側の表示信号
電圧を選択するとともに、偶数番目の信号線Ｓ（ｉ）に対応したＤＡＣ部３０３１が正極
側の表示信号電圧を選択するものとする。したがって、制御信号生成部４０２、表示信号
電圧生成回路３０４、ＤＡＣ部３０３１は極性反転手段を構成している。
【００２９】
　ここで、図２に戻って再び説明を続ける。図２に示す制御部４００は、表示パネル１０
０に所望の画像が表示されるように走査ドライバ２００や信号ドライバ３００を制御する
。この制御部４００は、図２に示すように、データ分配部４０１と、制御信号生成部４０
２とを有している。
【００３０】
　データ分配部４０１は、例えば外部から供給される画像データであって、画像における
各座標に対して赤色成分（Ｒ）、緑色成分（Ｇ）、青色成分（Ｂ）の各階調レベルが対応
付けられた画像データＤｉｎを信号ドライバ３００ａと信号ドライバ３００ｂの何れかに
分配する分配処理を行う。なお、データ分配部４０１によって信号ドライバ３００ａに分
配される画像データを画像データＤ１、信号ドライバ３００ｂに分配される画像データを
画像データＤ２とする。本実施形態におけるデータ分配部４０１は、画像データＤｉｎを
６サブ画素分（２表示画素分）ずつ交互に信号ドライバ３００ａと信号ドライバ３００ｂ
とに分配する。
【００３１】
　制御信号生成部４０２は、垂直同期信号Ｖｓ、水平同期信号Ｈｓ、極性反転制御信号Ｐ
ｏｌ、及び基準クロック信号ＣＬＫ等の各種制御信号を生成して出力する。
【００３２】
　コモン電圧印加手段としての機能を有する電源調整回路５００は、所定の電源からコモ
ン電圧Ｖｃｏｍ、走査信号のゲートオフレベルＶｇｌ及びゲートオンレベルＶｇｈ、表示
信号電圧を生成するための電源電圧を生成し、生成したそれぞれの電圧を対応するブロッ
クに供給する。
【００３３】
　次に、上述した構成を有する液晶表示装置の動作について説明する。図６は、本実施形
態における液晶表示装置のドット反転駆動の動作を示すタイミングチャートである。なお
、図６は、サブ画素Ｓｕｂｐｉｘが２行１２列をなして表示パネル１００の１画面を構成
している場合の例を示している。
【００３４】
　表示パネル１００への１画面（１フレーム）分の画像の表示の開始時に、制御部４００
から走査ドライバ２００と、信号ドライバ３００ａ、３００ｂとに垂直同期信号Ｖｓが入
力される。そして、この垂直同期信号Ｖｓの入力に同期して液晶表示装置１４の外部から
１画面分の画像データＤｉｎが１画素分ずつ順次入力されてくる。
【００３５】
　制御部４００のデータ分配部４０１は、入力された画像データＤｉｎの数をカウントす
るカウンタを有している。そして、データ分配部４０１は、画像データＤｉｎが６サブ画
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素分（２表示画素分）入力される毎に、画像データＤｉｎの出力先を信号ドライバ３００
ａと信号ドライバ３００ｂとの間で切り替える。したがって、表示パネル１００の１行目
の表示のために入力される１２サブ画素分の画像データＤｉｎのうちの前半６サブ画素分
の画像データｒ１１～ｂ１２は画像データＤ１として信号ドライバ３００ａに入力される
。一方、表示パネル１００の１行目の表示のために入力される１２サブ画素分の画像デー
タＤｉｎのうちの後半６サブ画素分の画像データｒ１３～ｂ１４は画像データＤ２として
信号ドライバ３００ｂに入力される。信号ドライバ３００ａに順次入力される画像データ
ｒ１１～ｂ１２は基準クロックＣＬＫに同期してサンプリングメモリ３０１に格納される
。同様に、信号ドライバ３００ｂに順次入力される画像データｒ１３～ｂ１４は基準クロ
ックＣＬＫに同期してサンプリングメモリ３０１に格納される。
【００３６】
　信号ドライバ３００ａのサンプリングメモリ３０１に画像データｒ１１～ｂ１２が格納
され、信号ドライバ３００ｂのサンプリングメモリ３０１に画像データｒ１３～ｂ１４が
格納された時点で、信号ドライバ３００ａのデータラッチ部３０２と、信号ドライバ３０
０ｂのデータラッチ部３０２と、走査ドライバ２００とに水平同期信号Ｈｓが入力される
。
【００３７】
　信号ドライバ３００ａのデータラッチ部３０２は、水平同期信号Ｈｓの入力に同期して
、信号ドライバ３００ａのサンプリングメモリ３０１に格納された画像データｒ１１～ｂ
１２を一斉に取り込み、取り込んだ画像データｒ１１～ｂ１２をＤ／Ａ変換回路３０３に
出力する。同様に、信号ドライバ３００ｂのデータラッチ部３０２は、水平同期信号Ｈｓ
の入力に同期して、信号ドライバ３００ｂのサンプリングメモリ３０１に格納された画像
データｒ１３～ｂ１４を一斉に取り込み、取り込んだ画像データｒ１３～ｂ１４をＤ／Ａ
変換回路３０３に出力する。
【００３８】
　信号ドライバ３００ａのＤ／Ａ変換回路３０３は画像データＤ１（ｒ１１～ｂ１２）の
デコード結果と極性制御信号Ｐｏｌとに応じて表示信号電圧を選択して、選択した表示信
号電圧を対応する信号線Ｓ（ｉ）に出力する。同様に、信号ドライバ３００ｂのＤ／Ａ変
換回路３０３は画像データＤ２（ｒ１３～ｂ１４）のデコード結果と極性制御信号Ｐｏｌ
とに応じて表示信号電圧を選択して、選択した表示信号電圧を対応する信号線Ｓ（ｉ）に
出力する。
【００３９】
　ここで、本実施形態においては、奇数フレーム目においては極性制御信号Ｐｏｌをハイ
レベル、ローレベルの順で１水平期間毎に切り替える。一方、偶数フレーム目においては
極性制御信号Ｐｏｌをローレベル、ハイレベルの順で１水平期間毎に切り替える。このた
め、図６に示すように、１フレーム目の１行目においては、極性制御信号Ｐｏｌがハイレ
ベルとなる。したがって、上述したＤＡＣ部３０３１の動作に従って、奇数番目の信号線
Ｓ（ｉ）に正極性の表示信号電圧が印加され、偶数番目の信号線Ｓ（ｉ）に負極性の表示
信号電圧が印加される。なお、図６には各信号線Ｓ（ｉ）に印加される表示信号電圧の極
性を示している。
【００４０】
　走査ドライバ２００は、水平同期信号Ｈｓの入力に同期して、１行目のＴＦＴ１０１２
をオンするための走査信号をゲートオフレベルＶｇｌからゲートオンレベルＶｇｈに切り
替える。これにより、１行目のＴＦＴ１０１２を介して信号線Ｓ（ｉ）に印加された表示
信号電圧が画素電極１０１１に印加される。そして、表示信号電圧の印加によって画素電
極１０１１に発生する画素電極電圧とコモン電圧との差の電圧が液晶層ＬＣに印加され、
対応するサブ画素Ｓｕｂｐｉｘでの画像表示が行われる。
【００４１】
　また、１フレーム目の２行目においては、信号ドライバ３００ａのサンプリングメモリ
３０１に画像データｒ２１～ｂ２２が格納され、信号ドライバ３００ｂのサンプリングメ



(9) JP 2011-65099 A 2011.3.31

10

20

30

40

50

モリ３０１に画像データｒ２３～ｂ２４が格納される。さらに、１フレーム目の２行目に
おいては、極性制御信号Ｐｏｌがローレベルとなる。したがって、１フレーム目の１行目
とは逆に、奇数番目の信号線Ｓ（ｉ）に負極性の表示信号電圧が印加され、偶数番目の信
号線Ｓ（ｉ）に正極性の表示信号電圧が印加される。
【００４２】
　２フレーム目以後については図示していないが、２フレーム目の１行目においては、１
フレーム目の１行目とは逆に極性制御信号Ｐｏｌがローレベルとなる。したがって、奇数
番目の信号線Ｓ（ｉ）に負極性の表示信号電圧が印加され、偶数番目の信号線Ｓ（ｉ）に
正極性の表示信号電圧が印加される。また、２フレーム目の２行目においては、１フレー
ム目の２行目とは逆に極性制御信号Ｐｏｌがハイレベルとなる。したがって、奇数番目の
信号線Ｓ（ｉ）に正極性の表示信号電圧が印加され、偶数番目の信号線Ｓ（ｉ）に負極性
の表示信号電圧が印加される。
【００４３】
　このようにして極性制御信号Ｐｏｌに応じた表示信号電圧の印加を行うことにより、奇
数フレームにおいては各サブ画素Ｓｕｂｐｉｘの極性が図７（ａ）で示すものとなり、偶
数フレームにおいては各サブ画素Ｓｕｂｐｉｘの極性が図７（ｂ）で示すものとなる。こ
のようにして、１サブ画素単位でのドット反転駆動が行われる。
【００４４】
　以上説明したように、本実施形態においては、表示パネル１００の上側及び下側から６
本毎（２列分の表示画素に対応する本数毎）に交互に信号線Ｓ（ｉ）を延伸配設している
。そして、表示パネル１００の上側に延伸配設した信号線Ｓ（ｉ）を信号ドライバ３００
ａ、表示パネル１００の下側に延伸配設した信号線Ｓ（ｉ）を信号ドライバ３００ｂに接
続している。さらにこのような構成において、表示パネル１００の上辺側の信号ドライバ
３００ａと表示パネル１００の下辺側の信号ドライバ３００ｂとに６サブ画素単位（２表
示画素単位）で画像データＤｉｎを分配して入力している。これにより、表示パネル１０
０の上辺と下辺にそれぞれ信号ドライバを配した構成において、１サブ画素単位でのドッ
ト反転駆動を行うことが可能となる。これは、２表示画素のうちの最初の列のサブ画素（
例えばＲ１）の極性に対して２表示画素の最後の列のサブ画素（例えばＢ２）の極性が必
ず反転するためである。このため、本実施形態の手法は１表示画素が奇数個のサブ画素で
構成されている場合に特に有効である。しかしながら、本実施形態の手法は１表示画素が
偶数個のサブ画素で構成されていても適用可能である。
【００４５】
　また、本実施形態においては、制御部４００に入力されてくる画像データの数をカウン
トするだけで容易に画像データの分配を行うことができる。さらに、本実施形態において
は、極性制御信号Ｐｏｌに対して信号ドライバ３００ａと信号ドライバ３００ｂとで異な
る動作をさせる必要がない。このため、画像表示の際の制御を簡素にすることが可能であ
る。
【００４６】
　以上実施形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は上述した実施形態に限定される
ものではなく、本発明の要旨の範囲内で種々の変形や応用が可能なことは勿論である。例
えば、上述した実施形態においては液晶表示装置１４が携帯電話機に設けられている例を
示している。しかしながら、上述した実施形態の技術はデジタルカメラやＰＤＡ等の、液
晶表示装置を有する各種の携帯機器に対して適用可能である。
【００４７】
　さらに、上記した実施形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構
成要件の適当な組合せにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施形態に示される全
構成要件からいくつかの構成要件が削除されても、上述したような課題を解決でき、上述
したような効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成も発明として抽出さ
れ得る。
【符号の説明】
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【００４８】
　１４…液晶表示装置、１００…表示パネル、１０１…画素側基板、１０２…対向側基板
、１０３…シール材、２００…走査ドライバ、３００ａ，３００ｂ…信号ドライバ、３０
１…サンプリングメモリ、３０２…データラッチ部、３０３…Ｄ／Ａ変換回路（ＤＡＣ）
、３０４…表示信号電圧生成回路、４００…制御部、４０１…データ分配部、４０２…制
御信号生成部、５００…電源調整回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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